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●方針内容の文章表現（語尾の記述）について

「めざします」……目標や方向性に向けて、取り組む場合につかいます。

「進めます」………取組みを優先的に推進する場合につかいます。

注：「○○を進めます」とするよりも、「○○します。」の方が自然な場合や、その用語自体が意味を持
つ場合は「○○します」と表現しますが、内容としては「○○を進めます」に該当します。例：整備
します、形成します、実施します、支援します、保全します、高めます、など

「努めます」………目標達成に時間がかかるが、継続して取り組む場合につかいます。

「検討します」……取組みを進めるため、今後内容を検討する場合につかいます。

●用語

　　本プランのなかで、「※」がついている用語については、巻末の「用語解説」で取り上

げていますので、ご参照ください。

　　なお、一つのページ内で用語が複数回用いて記載されている場合は、最初に記載し

ている用語のみに「※」をつけています。




